
別府 透

2025年3月15日 日本医療マネジメント学会 第 27 回熊本支部学術集会 会長講演

山鹿市民医療センター 病院事業管理者

地域の未来に向けての病院づくり、Yes, we can !



山鹿市民医療センターの概要

病 院 開 設 者  ： 早田 順一 山鹿市市長

病院事業管理者： 別府 透

院  長： 石河 隆敏
■病床数

一般病床１９７床・感染症病床4床

（７対１入院基本料、地域包括ケア38床、緩和ケア病棟13床）

■標榜診療科 （２０診療科）

内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、代謝内科、小児科、外科、乳腺
外科、消化器外科、泌尿器科、整形外科、眼科、耳鼻咽喉科、産婦人科、リハビ
リテーション科、 放射線科、麻酔科、腫瘍外科、腫瘍内科、緩和ケア内科

■職員数 （令和７年４月１日の見込み）

医師50名（25名）、看護職185名（159名）、メディカルスタッフ49名、

事務系等77名 計362名 （ ）内は常勤数

山鹿 来民渋うちわ



➢ 熊本県がん診療連携拠点病院

➢ 第二種感染症指定医療機関

➢ 災害拠点病院

➢ 救急告示病院

➢ 地域医療支援病院

➢ 臨床研修指定病院 （協力型）

➢ 熊本ＤＭＡＴ指定病院

➢ 熊本県肝疾患専門医療機関

➢ 熊本県肝炎治療指定医療機関

平成22年新病棟改築モデル

鹿本医療圏唯一の公的病院としての役割



年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

医師常勤 23 27 26 26 23 22 23 21 21 24 25

看護師数 194 186 182 187 194 191 186 185 177 187 186

職員数計 321 315 318 330 334 339 331 331 342 356 362
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職員数計 医師常勤

職員数の推移



R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度見込み

外来患者数 52,052 45,880 49,403 50,012 46,894 44,139

初診外来患者数 4,091 3,505 4,699 5,631 5,372 5,341

入院延患者数 50,426 43,565 44,264 41,714 40,105 46,248

新規入院患者数 2,659 2,301 2,506 2,378 2,332 2,741
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新規入院患者数 推移

診療実績



医療連携に係る実績報告

基準値：紹介率 50％
逆紹介率 70％

Ｒ6年度

平均紹介率 71.2%

平均逆紹介率 82.9%



令和６年度 救急車受入数
１,５０８台 見込み
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R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度見込み

救急患者数 3,520 2,669 4,246 4,931 3,229 3,104

救急車数 999 825 1,101 1,297 1,231 1,508

救急診療実績

[救急車数]
[救急患者数]

救急患者数・救急車受入数 推移



新型コロナ診療の実績
2020年8月1日 院内で新型コロナクラスター発生

国立感染症研究所の島田智恵先生に訪問指導 医務技監
福島 靖正氏



新型コロナ診療の実績
新型コロナ外来トリアージ患者数の推移

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

鹿本医師会の応援



新型コロナ診療の実績
新型コロナ入院患者数の推移 （R2年7月～R7年2月）

645



本学術集会での山鹿市民医療センターからの発表

「わがとこ自慢」がワーク・エンゲイジメントを高める
～看護管理者がいきいきとマネジメントに取り組む仕掛けづくり～

医療従事者の働き方改革について
～看護業務のタスクシフト・シェア～

消毒液含浸綿棒の導入による効果

リソースナース会の活動と今後の課題についての報告

当センターの医科歯科連携

実践者ラダー研修にe-ラーニングを導入した効果と教育委員としての課題
～看護師アンケート調査を実施して～
A病院における看護研究委員部会の活動報告
- 看護研究倫理審査会設置後の現状と課題 -
在宅看取り希望の退院支援
～心破裂患者の意志決定支援～
緩和ケアチーム活性化にむけた取り組み
～緩和ケアチームリンクナースの育成～
診療報酬改定における事務職員が担うべき役割
～多職種連携に向けて施設基準の担当者ができること～

当院の造影剤ルート確保の取り組み

当院における特定行為実践の確立

山鹿市民医療センターにおける臨床工学技士の業務拡大とこれからの展望

心大血管疾患リハ施設基準取得への取り組み

危険予知トレーニング（ＫＹＴ）導入の有用性

手指衛生遵守率向上への取り組み
―直接観察法Obtrusive Direct Observationの効果―

外来診療における医師事務作業補助者陪席導入の効果

薬剤師、放射線技師、
理学療法士、臨床工学
技士、医師事務補助者、
事務員、各1名

看護師 12名

パネルディスカッション（2演題） 一般演題（16演題）



本日の話題

➢ 本センターの強みを生かす

➢ 病院を含む地域全体の活性化

➢ 将来への課題



2019年 九州医事新報社から許可を得て掲載

がん診療と人材育成に力を入れた
地域完結型病院へ



がん総合的診療チームの立ち上げ

がんの手術療法（腹腔鏡治療を含む）、がんの内視鏡的治療、がんの血管造影下治療、
がんの薬物療法、がん患者の緩和医療、がん患者のこころのケア、がんの画像診断、
がんの病理診断、がん患者の栄養療法、がんリハビリテーション、がんの健診、がん手術における患者ケア、
がんの院内登録、がん相談支援センター、がん訪問看護、キャンサーボード、
がん患者のセカンドオピニオン外来、がん関連の市民公開講座

http://yamaga-medical-center.jp/gan-team/

2019年 2024年



がん総合的診療チームの活動

Cancer board

月1回
CPC（臨床病理カンファレンス）

月1回

熊本大学, 生命科学研究部
細胞病理学
菰原 義弘 教授

地域医療研修医、地域医療実習学生が必ず参加！



がんサロンがんリハビリテーションがん相談支援センター

がん総合的診療チームの活動

医科歯科連携がんと栄養管理

緩和ケア



医師数不足にどう対応する？

人口10万人あたりの熊本県地域別
医療施設従事医師数

二次医療圏あたりの医師数

令和4年（2022年）医師・歯科医師・薬剤師統計結果



医師の地域的な偏在の解決

計画的な資格取得と最新医療の経験によるキャリアパス支援体制

学会発表、論文作成の励行と経費補助
新たな認定施設

日本消化器外科学会、日本消化器病学会、日本肝臓学会、

日本胆道学会、日本消化管学会、高度腹腔鏡下肝切除、

日本がん治療認定医機構・研修施設、日本緩和医療学会、

日本消化管学会、日本消化器内視鏡学会（連携）

新たな専門医・指導医等 (のべ30名) 

消化器病専門医 3名、指導医 2名、肝臓専門医 3名、指導医 1名

 外科専門医 1名、指導医 4名、消化器外科専門医 4名、指導医 1名

胆道専門医1名、消化器内視鏡専門医 1名、総合内科認定医 1名

整形外科専門医 5名、緩和医療学会・腹部救急 認定医 1名

日本DMAT隊員 2名

2016年4月以降の実績



医師の地域的な偏在の解決

計画的な資格取得と最新医療の経験によるキャリアパス支援体制

➢ Masuda T: Cancers 2025, Anticancer Res. 2025

➢ Karashima R: Surg Case Rep. 2024 

➢ Motohara T: Clin J Gastroenterol. 2024

➢ Nakagaki T: Anticancer Res. 2024

➢ Yoshida K: Eur Radiol. 2024 

➢ Beppu T: J Surg Oncol. 2024, Hepatol Res. 2024, 

Anticancer Res. 2024

➢ Nasu J：熊本中央病院、2019

➢ Hara A, Koba I : 山鹿中央病院、2019、2024

➢ Fukubayashi K：くまもと県北病院、2019

➢ Kawaguchi H：川口病院、2020

➢ Yukimura T：幸村医院、2020

➢ Miyamura S : 山鹿温泉リハビリ病院、2021

➢ Kinishita K, Matsumura F: 大牟田天領病院、2021、2023

➢ Doi T: 宮﨑県立延岡病院、2021

➢ Kawano K: 河野クリニック、2022

➢ Yoshizato K: 吉里医院、2025

First author（2024年以降）

紹介医の先生方

英語論文73編
Yamaga City Medical Center

⇒地域の先生方への恩返し



医師の地域的な偏在の解決

計画的な資格取得と最新医療の経験によるキャリアパス支援体制

AFP: 100万超
T-B: 2.6 mg/dL

ALB: 2.8 g/dl

ICGR15：24%



医師の地域的な偏在の解決

計画的な資格取得と最新医療の経験によるキャリアパス支援体制

AFP: 100万超
T-B: 2.6 mg/dL

ALB: 2.8 g/dl

ICGR15：24%



医師の地域的な偏在の解決

計画的な資格取得と最新医療の経験によるキャリアパス支援体制

AFP: 100万超
T-B: 2.6 mg/dL

ALB: 2.8 g/dl

ICGR15：24%

著者：山鹿市民医療センター
外科 4名、放射線科1名、腫瘍内科 1名、
消化器内科 2名、紹介医 1名、病理医 1名

治療開始後6年、
肝切除後5年半無再発生存中！



CT-volumetry

(by VINCENT)

Sonazoid 造影エコー

ICG蛍光法
による肝癌の

術中検索

MRI fusion エコー下の
局所焼灼療法

次世代型MWA

(Mimapro, Emprint)

320列 area detector CT

高難度 腹腔鏡下
肝切除術

ライセンス取得

高感度、低被爆
X線血管撮影装置

Alphnix sky+

水圧式ナイフ 

Erbe JET2 導入

Microwave凝固切開装置
Acrosurg 導入

2017 20182016 2019 2020 2021 2022 2023

最新医療の実現に向けた最新 technology 導入
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肝がん治療数の年次別推移

熊本県 病院別肝がん治療数 (2022年)



山鹿市医師修学資金貸与制プログラム

2024年度 小児科医師派遣

1. 小児科医師 専門医取得前
2. 泌尿器科医師 専門医取得後、大学院進学
3. 医学部学生

山鹿市看護師 修学資金貸与制プログラム あり

山鹿市薬剤師 修学資金貸与制プログラム 依頼中

医師の地域的な偏在の解決

小児科 小澄 将士先生
２０２４年４月より赴任することになりました、小児科の小澄将士（こずみまさと）と申します。熊本

大学小児科に入局後、熊本大学病院、熊本赤十字病院等で診療に従事してまいりました。昨年
は福田病院新生児センターで新生児医療に従事しておりました。

鹿本高校出身であり、故郷で医療に従事できることを大変嬉しく思っております。
本年度より新体制での始動となるため、まずは、山鹿地域の小児医療の現状把握、ならびに近

隣医療機関との連携体制の確立が直近の課題と考えております。
微力ではございますが、これまでの経験を活かし、山鹿地域の医療に貢献できればと考えてお

りますので、何卒よろしくお願い申し上げます。



熊本大学との連携・熊本県医師修学資金貸与医師
キャリア形成プログラム

令和7年4月からいわゆる「地域枠医師」
が、初めて2名赴任

医師の地域的な偏在の解決



医師の地域的な偏在の解決

• 呼吸器内科、神経内科、救急科
• 麻酔科
• 泌尿器科
• 緩和ケア科
• 小児科・眼科

➢ 常勤医の確保（増）による

医師の負担軽減

➢ 断らざるを得ない診療・救急の根絶

常勤医師不在・不足の診療科の根絶
2019年

• 呼吸器内科、神経内科、救急科
• 麻酔科
• 泌尿器科
• 緩和ケア科
• 小児科・眼科

➢ 常勤医の確保（増）による

医師の負担軽減

➢ 断らざるを得ない診療・救急の根絶

常勤医師不在・不足の診療科の減少
2025年

熊本大学病院診療科への働きかけ

熊本県医師修学資金貸与医師キャリア形成プログラム

山鹿市医師修学資金貸与制プログラム

熊本県地域医療連携ネットワーク構想



⚫  認定看護師 5名

緩和ケア、がん性疼痛管理、救急看護、認知症看護、

皮膚・排泄ケア

⚫  特定行為研修 4名

術中麻酔管理領域

外科術後病棟管理領域

創傷管理関連

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

精神及び神経症状に係る薬剤投与関連

キャリアアップ支援(看護師)

認定看護師・特定行為研修の資格取得の励行（2016年以降）

⇒医師の業務のタスクシフト



キャリアアップ支援(看護師)

地域の医療機関との合同訓練

地域への貢献



熊本県看護職キャリア支援事業

2022年度 熊大病院との看護師相互派遣

※地域医療研修
※外科病棟の看護システム確認作業

⇒リーダー業務を見直して時間外勤務時間を半減

外科術後病棟管理領域 特定行為看護師
※ドレーン管理、ピック挿入などで活躍中！



キャリアアップ支援(放射線技師)

大学院修士の資格取得

CTにおける肝線維化のグレード評価

熊本大学大学院 

放射線診断学講座

とのcollaboration!

熊本大学大学院保健学教育部保健学専攻博士 前期課程放射線技術科学コース



Motivation upのためのインセンティブの付与

医師
※実績に応じた「研究手当加算」を算定、支給。

評価項目：診療実績、教育・研究活動、認定医・専門医資格、
公的な行事への出席（医局会、委員会活動、公開講演会、
経営会議など）、職務としての研修

※時間外の救急車受け入れ、緊急入院

看護師
※キャリアアップ支援
※認定・専門、特定行為研修の資格取得

薬剤師：初任給調整手当

他職種：資格手当

志をもって、努力したひとを
正当に評価する



アドバイザー：１名
医業経営コンサルタント３名

メール等での事前打ち合わせ
資料交換、相互提案や課題検討
月1回の実会議（非on line）

当センターにおける働き方改革に向けた体制づくり

「熊本県医療勤務環境改
善支援センター」からの
支援施設として選定された。
（県内で3施設）

2023年度



➢医療労務管理アドバイザーとの「医師の働き方改革支援」の1年目が終了

➢この間に勤務時間管理、労働時間と自己研鑽の振り分け、院内規則の

改定などの準備を進めた

➢A水準 （960時間以内）確保

➢2023年度末に宿日直申請許可

➢｢看護師のタスクシフト＋院内の働き方改革｣に

向けて、医療勤務環境改善支援センターと

次年度の計画案を作成。

医師の働き方改革の経過



部会長
別府事業管理者

副部会長
野中看護部長

医師 大庭 副院長 横田 副医局長 本原 消化器内科長

事務部 木村事務部長

看護部（松岡 妙子 看護師長）（伊藤 しのぶ 看護師長）

医師事務作業補助部門 事務次長
メディカルスタッフ 副薬剤科長・臨床検査技師長

副理学療法士長・副作業療法士長
副臨床工学技士長・主任診療放射線技師
管理栄養士・地域医療連携室

〈事務局〉 ○○経営管理課長、○○経営管理課長補佐、

部会 議長
石河 院長

熊本県医療勤務
環境改善支援
センター

※案件に応じて
適宜参加

※支援センターに提出する資料や、知り得
た情報を労基署へ通報することはない。

推進リーダー
副看護部長 松本 和美・辻﨑 小百合 医師 尾崎 宣之 外科長兼

医療技術部部長

看護部（請野 律 看護師長）（矢野 悦子 看護師長）

※山下看護師が
パネルディスカッションで

午後に発表

｢医療従事者の働き方改革｣検討部会の立ち上げ

2024年度

熊本県医療勤務環境
改善支援センターの
支援を受けて、院内
働き方改革実施に向
けて検討部会（原則
毎月１回）を実施し、
協議を行う。

院内の多職種が参加し、
現場の実務者で
ワークショップを定期開催



タスクシフトの実際

臨床工学技士による
手術支援

放射線技師による
血管確保

看護師の業務の負担は
軽減したか？

思う

58%

やや思う

21%

17%

4%

1日に190.8分
の時間削減が可能

2024年度 腹腔鏡手術スコープ
オペレーター（33/126例）

胆のう摘除13例、大腸切除10例、
胃切除4例、ヘルニア2例、他

医師事務補助による
外来陪席業務

① 陪席導入前後での業務量
→医師・看護師共に業務量は減少した。

② 診察時に患者さんに向き合う時間
→医師・看護師共に長くなった。

③ 患者さんの待ち時間
→短縮した。



本日の話題

➢ 当センターの強みを生かす

➢ 病院を含む地域全体の活性化

➢ 将来への課題



超高齢化、人口減少社会における持続可能な
保健医療の提供体制を構築していく

将来につなげる医療体制へ

① 病床の機能の分化及び連携の推進

・ 地域における病床の機能の分化及び連携を推進。
・ 病床の機能区分に応じて医療資源を投入。
・ 患者の早期復帰を推進
② 在宅医療等の充実
・ 在宅医療及び介護サービスの充実
③ 医療従事者・介護従事者の養成・確保
・ 少子高齢化、人口減で再編成



令和７年1月 新市発足20周年

令和6年4月21日「健幸都市」宣言

ライフステージに合わせて、生涯にわたり健やかで幸せに暮らせるまちづくり

山鹿市 早田順一市長



鹿本医療圏の第８次保険医療計画の課題と方向性

◇ 人口は約 4.8 万人（県人口の約 2.8％）、
 ｰ 今後も高齢化は進み、人口の減少が予測される。

◇ 60 歳以上の医師57.9％、県平均（56.2％）を上回り、
 医師の高齢化が進み、後継者が不足。

◇ 医療機能は集約され、山鹿市の病院は６施設のみ。
 ｰ 病院は市の南部に限局

山鹿市の健幸都市宣言を背景に

山鹿市と共に住民の健康づくり・医療福祉活動の推進
地域の医療機関との役割分担と連携が必要
在宅医療・救急医療・災害医療の維持
熊本市・近隣の大規模医療施設とのﾈｯﾄﾜｰｸづくり

鹿本の病院分布



⚫ コミュニティを維持し、仲間を減らさない

⚫ 病気を防ぐ

⚫ 早く見つけて治す

⚫ すぐに治せなくても治療を続けられる環境

⚫ 地域で生活しながら治療を受ける

⚫ 暮らして続けていけるように地域社会で支援

⚫ 最後まで笑顔で

「健幸」を目指す都市（まち)
づくりに必要な病院機能

健診・予防医学

地域完結型医療

緩和ケア



R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度見込み

人間ドック 1,768 1,704 1,900 1,658 1,838 1,707

健診 2,000 1,934 2,043 1,920 2,062 2,027

特定保健指導 324 363 425 373 405 378

4,092 4,001 4,368 3,951 4,305 4,112

健診部門の充実・発展



外来化学療法部門の充実・発展
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大腸癌

大腸癌以外

（例）

「宮本英明熊本 ...」の画像検索結果

消化器癌の化学療法

がん薬物療法専門医

新しいがん治療
チーム
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緩和ケア専門医、緩和ケア認定看護師・がん薬物療法認定薬剤師・がん専門相談員、
がんリハビリテーション研修修了者等、多数のスタッフが支えます

緩和ケア部門の充実・発展



公立病院が果たす
経済波及効果と医療政策

• 宮崎産業経営大学 経営学部教授 川島 秀樹

演題発表内容に関連し、発表者に開示すべき
ＣＯＩ関係にある企業などはありません。

データサイエンス・ＡＩを用いた公立病院・公的病院の研究



医師　／　年度 病床数
2012

(平成24)
2013

(平成25)
2014

(平成26)
2015

（平成27）
2016

(平成28)
2017

(平成29)
2018

(平成30)
2019

（令和元）
2020

（令和2）
2021

（令和2）
平均

熊本市民病院 562 ->388 19.4 19.4 20.0 20.1 8.6 6.8 6.6 19.7 26.0 20.9 16.8

荒尾市民病院 342 12.0 13.1 12.8 13.9 13.9 14.6 17.5 18.2 37.2 19.3 17.3

山鹿市民医療 199 10.9 10.9 10.4 11.9 12.9 11.9 12.9 11.4 20.4 10.9 12.5

市立植木病院 141 7.1 7.1 7.1 7.1 8.5 8.5 7.1 9.2 8.5 8.5 7.9

公立病院全国平均 14.2 14.5 14.8 15.2 15.6 15.9 16.3 16.7 22.9 15.3 16.1

独立行政法人全国平均 21.8 20.7 20.7 23.1 24.1 24.5 24.8 25.6 21.6 23.0

看護師　／　年度 病床数 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 平均

熊本市民病院 562 ->388 98.8 99.9 106.2 106.3 89.4 58.0 54.8 100.5 120.9 110.1 94.5

荒尾市民病院 342 90.1 89.8 91.5 75.5 74.5 75.5 74.8 80.7 97.1 78.1 82.8

山鹿市民医療 199 98.5 96.8 86.6 88.1 82.6 80.1 82.6 79.6 103.5 71.6 87.0

市立植木病院 141 51.2 53.3 56.5 56.8 61.6 62.4 62.1 66.2 75.9 46.1 59.2

公立病院全国平均 74.9 76.5 77.9 78.9 80.2 81.0 81.7 82.1 89.1 77.1 79.9

独立行政法人全国平均 91.7 85.9 85.9 97.1 99.5 101.1 102.3 104.8 97.3 96.2

2016年の熊本地震のため、熊本市民病院は甚大な被害を受けている。2019年建替え10月開院。
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100床当たり看護師数

熊本市民病院

荒尾市民病院

山鹿市民医療

市立植木病院

公立病院全国平均 79.9人

独立行政法人平均 96.2人

医師・看護師の数 （100床あたり） 単位：人

    



急性期の病院。入院の単価は高い。外来の診療収入1万円以下は、周りに民間病院が少
なく、診療所の役割も果たす

入院　／　年度 病床数
2012

(平成24)
2013

(平成25)
2014

(平成26)
2015

（平成27）
2016

(平成28)
2017

(平成29)
2018

(平成30)

2019
（令和
元）

2020
（令和2）

2021
（令和3）

平均

熊本市民病院
562

->388
59,350 59,802 64,411 65,299 67,388 60,402 60,301 66,334 69,480 73,177 64,594

荒尾市民病院 342 44,646 45,399 46,154 44,270 47,288 47,383 48,142 47,639 53,559 55,408 47,989

山鹿市民医療 199 40,310 41,327 43,520 42,291 42,496 42,484 42,496 44,125 47,151 49,807 43,601

市立植木病院 141 23,003 23,586 25,103 26,294 26,759 27,473 29,958 29,683 29,704 36,925 27,849

公立病院全国平均 42,573 43,499 43,996 44,807 45,041 45,768 47,009 47,948 50,452 56,839 46,793

独立行政法人全国平均 57,478 54,533 58,926 60,672 62,160 63,745 64,651 69,151 73,193 62,723

外来　／　年度 病床数 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 平均

熊本市民病院
562

->388
11,840 13,530 15,120 16,100 14,028 15,155 15,068 16,239 18,862 20,279 15,622

荒尾市民病院 342 15,785 16,191 16,360 16,852 17,400 17,721 18,049 19,104 20,216 19,397 17,708

山鹿市民医療 199 8,424 9,193 10,029 9,630 10,489 11,367 10,489 12,681 14,317 15,625 11,224

市立植木病院 141 6,984 7,126 7,947 9,704 8,152 8,019 8,080 8,175 9,272 10,496 8,396

公立病院全国平均 11,055 11,412 11,739 12,429 12,618 13,008 13,353 14,092 15,123 16,524 13,135

独立行政法人全国平均 14,360 14,017 15,828 16,708 17,097 17,793 18,716 20,312 21,293 17,347
2016年の熊本地震のため、熊本市民病院は甚大な被害を受けている。2019年建替え10月開院。
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患者１人当たりの診療収入の比較表 単位：円



山鹿市民医療センターの地域における経済効果

川島秀樹、他. 日本計画行政学会九州、第 45 号、2022年

部門別の経済波及効果（2019年）
経済波及効果 56.5億円

① 医療・福祉（36.05億円）
② 不動産（3.58億円）
③ 商業（3.31億円）
④ 対事業所サービス（2.64億円）
⑤ 対個人サービス（1.8億円）

熊本県産業連関表から筆者作成

就業誘発者数 580人
① 医療・福祉（442人）
② 商業（50人）
③ 対個人サービス（34人）
④ 対事業所サービス（32人）
⑤ 運輸・郵便（11人）
⑥ 農林漁業（11人）



地域住民への情報発信
市民公開講座の積極的な開催

2023年9月 2024年9月2024年5月
2016年以降



地域住民への情報発信
市民公開講座の積極的な開催

2023年9月 2024年9月2024年5月
2016年以降



山鹿のアピールと地域医療のレベルアップ
学会・研究会の山鹿での開催

2023年9月 2025年10月2025年3月

第29回 熊本県国保地域医療
学会

学会長 別府 透
山鹿市民医療センター
病院事業管理者

日時 2025年10月25日



最新医学の学びと連携の構築
公開特別講演会の開催（2016年以降28回）



最新医学の学びと連携の構築
公開特別講演会の開催（2016年以降28回）



病院のActivityの発信
開放型病院広報誌｢つばさ｣の発行

第197号を発行

200件超/毎月 近隣の医療施設や熊本大学病院 診療科に送付



当院のがん診療が評価され、当院での
治療法を解説した専門書を昨年発刊
（山鹿灯籠を表紙に採用）

地域医療機関としてのがん診療のレベル向上

One for all, All for one!



本日の話題

➢ 当センターの強みを生かす

➢ 病院を含む地域全体の活性化

➢ 将来への課題



くまもと県北病院 2021年開院 有明医療センター 2023年開業

TSMC工場完成、稼働開始

新型コロナ感染症の影響が残る
中で補助金の撤廃

山鹿市民医療センターを取り巻く情勢



くまもと県北病院 2021年開院 有明医療センター 2023年開業

TSMC工場完成、稼働開始

新型コロナ感染症の影響が残る
中で補助金の撤廃

山鹿市民医療センターを取り巻く情勢



• 緩和ケア病棟、終末期患者での抑うつ、せん妄等

– 抑うつ：がん患者経過中の6～42％に認められる

– 終末期せん妄は、がん患者の30～80％

• 昨年から複数の事例が発生

• 入院患者への対応が難しい現状

山鹿回生病院 院長 植村先生への直接相談の結果

「定期的な病棟訪問診察が実現」 2025年2月～

県北唯一の緩和ケア病棟

精神科領域に関する地域医療機関との連携



往診
第１，３火曜日午後

精神科医による緩和ケア病棟でのカンファレンスと訪室 一般入院患者の病棟コンサルテーション
（回診担当：特定行為研修・認定看護師）



「健幸」を支える明るい病院づくり

2025年2月 全館の照明器具のLED化

設置費用全額補助、消費電力の削減（CO₂の排出量削減）、廃棄物削減



⚫ 職員の人材交流・合同研修

⚫ 医療器具・医薬品の共同購入によるコスト削減

⚫ 病床の共有や再編による効率化

⚫ 診療情報の共有と連携強化

63

県北医療圏での地域医療連携推進法人の立ち上げ

2025年3月に第一回目の会合
荒尾市立 有明医療センター くまもと県北病院 和水町立病院 山鹿市民医療センター



➢ 疾病の予防、健康作りに ⇒ 「健診センター」

➢ 地域にむけた医療充実に ⇒ 「がん診療：化学療法部門」

➢ 平穏に過ごせる時間と場所 ⇒ 「緩和ケア病棟」

１階：薬剤管理室
外来化学療法室

２階：医局、当直室、
会議室

３階：緩和ケア病棟

全てが一番古い建物に集中

「健幸」支える病院づくり



ひび割れ、湿気、イメージが暗い、不衛生になりやすい等のご指摘あり

1985年建設、長年頑張ってくれた建物ですが・・・・

旧外来棟の老朽化



ひび割れ、湿気、イメージが暗い、不衛生になりやすい等のご指摘あり

1985年建設、長年頑張ってくれた建物ですが・・・・

健診部門 スペース不足

薬剤管理部門 サービス低下

外来化学療法部門 安全管理の問題

緩和ケア病棟 ベッド数不足

旧外来棟の老朽化



旧棟を刷新、機能強化

将来ビジョン

生成ＡＩによる新棟完成図

緩和ケア病棟
薬剤管理部門
健診センター

外来化学療法部門

「健幸な山鹿市」を支える病院づくり



旧カリキュラム

3～7ﾀｰﾑ 1～5ﾀｰﾑ

4月10日
-

9月15日

1月9日
-

6月15日

山鹿市民医療
センター

５名 ５名

Ｈ29年-H30年

◆卒後臨床研修：地域医療 (1～2ヶ月)

Ｈ30年度

◆卒後臨床研修（Bプログラム） 1名 (H29.9～H30.7)

未来を見据えた地域学生・研修医教育
◆特別臨床実習：地域医療 (3週間)

手術 抄読会 訪問診療

Ｈ30－

年度 基幹病院
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

合計
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

H30年度 熊大病院 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 4名

R1年度 熊大病院 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2名

R2年度 熊大病院 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1名

R3年度 熊本医療C 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2名

R4年度 熊本医療C 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2名

R5年度 熊本医療C 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2名

年度 ターム数 期間 受入人数

H30-H31 1-13タ－ム 7月9～6月28日 8名

R1-R2 1-13タ－ム 7月1日～6月26日 11名

R2-R3 1-13タ－ム 6月29日～6月25日 7名

R3-R4 1-13タ－ム 8月16日～6月3日 8名

R4-R5 1-13タ－ム 6月27日～6月23日 10名

R5-R6 1-13タ－ム 6月26日～6月21日 9名※予定



猪股 裕紀洋先生 馬場秀夫先生

恩師に感謝

肝臓外科の師であり、
｢患者ファースト｣を
教えていただいた

腫瘍外科の師であり、
｢理想を高くもつこと｣を
教えていただいた



令和五年五月十三日 ご逝去

恩師に感謝
小川 道雄先生

人生の師であり、
｢真摯に生きること｣を
教えていただいた

早朝講義のひとこま
➢ 運の良い医師は努力している
➢ 常に自省する医師であれ
➢ 貴方にはResearch mindがある



山鹿市民医療センターの仲間に感謝！



山鹿灯籠まつり・山鹿温泉・八千代座・百華百彩



山鹿灯籠まつり・山鹿温泉・八千代座・百華百彩

ご清聴ありがとうございました！


	スライド 1
	スライド 2: 山鹿市民医療センターの概要
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17: 医師数不足にどう対応する？
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41: 鹿本医療圏の第８次保険医療計画の課題と方向性
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44: 外来化学療法部門の充実・発展
	スライド 45
	スライド 46: 公立病院が果たす 　　経済波及効果と医療政策 
	スライド 47: 医師・看護師の数　　（100床あたり）　　単位：人　　　　　　　　　　　　
	スライド 48: 円
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67: へ
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70
	スライド 71
	スライド 72: 山鹿灯籠まつり・山鹿温泉・八千代座・百華百彩
	スライド 73: 山鹿灯籠まつり・山鹿温泉・八千代座・百華百彩

